
第2次阿蘇市地域福祉計画（素案）に関する意見募集の結果及び市の考え方について 
 
「第2 次阿蘇市地域福祉計画（素案）」について、市民の皆さまからご意見を募集しましたが、寄せられた

ご意見等の概要とこれらに対する市の考え方を下記のとおり公表します。 
 ご意見をお寄せいただきありがとうございました 
 

記 
1 募 集 期 間  平成25年2月8 日（金）～平成25年2月28日（木） 
2 意 見 の 件 数  13 件（1人） 
3 意見の取り扱い ①計画案に反映②施策に反映させるための参考とする③反映できない④その他 
4 意見の提案の概要と市の考え方 
 

No 部章 素 案 
ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い 

1 1部 
1章 Ｐ3 

1地域

福祉と

は 

4行目は社会福祉法第4条の事が

書いてあると思いますが、そのま

ま原文を明記した方が良いのでは

ないかと思います。理由は第4条

は地域福祉の推進についての記述

ですから、文を変えると解釈によ

ってはとらえ方が変わってくるの

ではないでしょうか。 

ご指摘のとおり社会福祉法

第4条は地域福祉の推進に係

る記述となりますが、現在の

表現で解釈が大きく変わる

とは思われません。また、Ｐ

5 に社会福祉法第 4条を記載

しています。 

③反映で

きない 

2 1部 
1章 Ｐ5 

3計画

の位置

づけ 

位置付けの図において、地域福祉

活動計画（社会福祉協議会）との

間を両矢印でつないであります

が、ここは「連携」と表示したら

いかがでしょうか。社会福祉協議

会との関係を更に密にするととも

に重要であるため。 

矢印の下に「連携」を加筆し

ます。 
①計画案

に反映 

3 1部 
1章 

Ｐ6 
Ｐ7 

4計画

の期間 
5計画

の基本

理念 
6計画

の基本

目標 

ここでは第1次計画と記載があり

ますが、当初の第1次阿蘇市地域

福祉計画は地域住民に対して、周

知・公表がなされていない状況で

あると思われ、ましてや基本理念

のスローガンや計画の基本目標な

ど初めて知ることとなるのではな

いでしょうか。そのような意味で

は、今回の第2次計画が新たなス

タートとなるのではないでしょう

か。         

ご意見のとおり、市のホーム

ページや広報等による公表

は実施していませんが、当計

画に基づき実施された事業

や社協の取り組みもありま

す。 
なお、第1次計画は本年度を

もって失効しますので、第 2
次計画は新たなスタートと

なる計画と考えております。 

④その他 

4 1部

1章 Ｐ8 7計画

の体系 

体系図の左側の「みんなでつくる 

共に生き、共に支え合う安心のあ

るまち 阿蘇」とありますが、「み

んなでつくる 共に生き、共に支

え合う 安心のまち 阿蘇」でよ

いのではないでしょうか。 

ご意見のとおり変更します。 ①計画案

に反映 



 

No 部章 素 案 
ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い 

5 1部 
1章 Ｐ9 

8計画

の策定

体制 

単純な入力ミスと思いますが、「阿

蘇市地域福祉計画策定員会」（以

下、策定員会という）とあります。

「阿蘇市地域福祉計画策定委員

会」（以下、策定委員会という）が

正当と思います。 

ご意見のとおり変更します。 ①計画案

に反映 

6 1部 
1章 Ｐ9 

8計画

の策定

体制 

20歳以上の男女940人から有効回

答とありますが、調査対象者は何

名に対してだったのでしょうか。

また、回収率は何パーセントです

か。 

アンケート調査については、

社会福祉協議会が実施した

地区連絡会に出席した方全

てを対象に実施しました。ま

た、20 代～40 代を対象に各

世代 150 名を抽出し郵送に

よるアンケートを実施しま

した。このアンケートの回収

率は約 8.7％でした。 

④その他 

7 1部 
1章 Ｐ10 

8計画

の策定

体制 

③調査対象の福祉等関係事業所を

対象にアンケートの実施をされて

いますが、社会福祉協議会関連以

外の民間が運営する福祉関係団

体、ボランティア団体等の名称と

所在地などを一覧表にして、参考

として本計画に添付してはいかが

でしょうか。 

名称と所在地を掲載する場

合、全関係事業所から掲載に

同意する旨の了承を得る必

要がありますので、掲載する

予定はありません。 

③反映で

きない 

8 1部 
1章 Ｐ17 

9地域

活動で

の課題 

「市全体での地域活動での課題」

ではなく、「市全体での地域活動の

課題」でよいのではないでしょう

か。 

ご意見のとおり変更します。 ①計画案

に反映 

9 1部 
1章 Ｐ18 

9地域

活動で

の課題 

地域住民に対してのアンケートで

は、各地区を対象に実施されてい

ますが、それぞれの地区には地域

毎の特徴があると思われることか

ら、アンケート結果については全

体をまとめて画一的にするのでな

く地区別と年齢別に分けて集計結

果を出した方が、地域住民にとっ

ても分かりやすく、また今後の取

り組みにおいても参考になるので

はと思います。 

詳細なアンケート結果につ

いては、各地域の取り組みの

中で地区の住民の皆様にお

示しをさせていただき、活動

の参考となるように活用し

たいと考えています。よっ

て、現状では、市全体の集計

結果のみ掲載します。 

③反映で

きない 

10 1部 
1章 Ｐ18 

9地域

活動で

の課題 

グラフの集計については、それぞ

れの設問に対して点数により結果

が出されていますが、高評価、低

評価の設定では、設問に対する回

答方法が分からないために、グラ

フを見ても理解がされないのでは

ないでしょうか。凡例でも表示し

てあれば少しは分かるのかも知れ

ませんが。   

ご意見のとおり変更します。 ①計画案

に反映 



 

No 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い 

11 その他 

事業所に対してのアンケートと併せて、日頃か

ら地域住民に密接な関係が深く、地元に密着し

た活動をされている民生委員、児童委員へのア

ンケートは実施されなかったのでしょうか。地

域毎の問題点も新たに浮かび上がり、今後の本

計画の推進に向けて活動の一助になるのでは

と考えます。 

全民生委員を対象に記入式

による意見の集約を行って

いますので、今後の活動の中

で、参考としていきたいと考

えています。 
なお、集約結果については、

本計画に加筆します。 

②施策に

反映させ

るための

参考とす

る 

12 その他 

(1)今回の第2次阿蘇市地域福祉計画の策定に

あたっては、策定委員会において審議したとあ

りますが、その審議内容の経緯（時系列に）や

現在の委員会名簿を資料として追加してほし

いのですが。                    

(2)真に地域住民に密着した取り組みをするた

めには、策定にあたって事前に地域懇談会やワ

ークグループにより要望や意見等をとりまと

めて作成することが必要ではと思いました。 

(3)第1次阿蘇市地域福祉計画は平成20年3

月から、取り組むことになっていましたが、事

業所等のみに周知、公表し主権者である地域住

民はこのような計画があることも認知してい

ないのではないでしょうか。第2次計画の実施

にあたっては、全ての住民に対して、説明会等

による周知、広報が重要ではないでしょうか。 

(4)第2次計画の周知、広報には概要版を作成

して広報誌「あそ」の特別版に掲載するか、別

途の方法で周知の徹底を図ってください。                  

(5)第2次計画は25年から6年間という長期の

スパンで実施していくとのことですが、1～2

年を区切りとして、確実に成果等や問題点を検

証して次年度へ生かせるようにすべきと思い

ます。往々にして、その期間が終了するまでそ

のままということに成りかねないと思います。 

(6)今後の取り組みとしては、地域住民をいか

に参加させるかが鍵となります。この本計画が

絵に描いた餅にならない事を期待するもので

す。 

寄せられたご意見を踏まえ、

策定委員会の経緯及び名簿

等については、計画策定時に

掲載するとともに、概要版を

作成し、周知を図って参りま

す。また、今後の策定の在り

方や計画の検証について、ご

意見を参考としながら取り

組んで参りたいと考えてお

ります。 

②施策に

反映させ

るための

参考とす

る 

13 その他 

4ページに「高齢者いきいきプラン」とありま

すが、この施策については、ホームページに掲

載されているのでしょうか。パブリックコメン

トで過去に募集してありましたが、インターネ

ット上では第 4期阿蘇市高齢者いきいきプラ

ンの素案を見つけました。これについては、公

表されているのでしょうか。 

市のホームページや広報等

による公表は行っていませ

ん。 
なお、本計画の公表義務はあ

りませんが、広く市民への周

知を図るため、公表等につい

ては、検討したいと考えてい

ます。 

④その他 

 


